









































東 京 都 武 蔵 野
市 境 5 - 2 4 - 1 0
電 話 0422 (54) 3111





北部、中央アジア、西アジアおよびモンゴルなどの牧畜地域では、一部の遊牧民が自らの希望もしくは政府の政策によって遊牧から定住へと生活方式を転換する状況がみられる。生活方式転換の規模は様々であるが、少なくともアフリカやモンゴル 西部地域以外では遊牧民 定住は初期的段階を経過したといえる。経済、社会状況や文化的な概念が深化し変革するにつれて、定住者の社会的生活条件は相対的に向上し、牧畜業 経済的条件も改善されつつあ 。　
上述のような国内外の経験を参考に、新疆












を中心に、畜舎、人工草地、関連施設 居住地域の建設を一体的に行う方針が提起された。同会議では、同時に十の施設、即ち水源、道路、住宅、牧畜 耕地、草地 学校、病院および文化・技術普及センター 建が目標とさ　
一九九〇年末には定住あるいは半定住牧畜戸
























植林をすることである。　“五配套”とは、居住地区に技術サービスステーション、衛生院 （診療所） 、商店、学校及び文化センター 遂次配備することである。


















業工作会議では、牧畜民の定住化に関してより高い要求が提示された。それは、飼料用牧草基地の建設と定住化をより一層促進し、牧畜業における経営方式を転換させようとするものであり、定住牧畜民の生活水準 全面的に引上げ、 “三通、四有、五配套“標準 基本的に実現することを目的としたものであった。そのためには飼料用牧草基地の建設と
畜民の定住化を連動させ、牧畜民の牧草栽培と牧畜飼育水準を高めることによって戸別牧場を発展させ、より集約度の高い草原牧畜業を発展させることが求められている。　
これら一連の政策によって、二〇〇六
年末には、定住あるいは半定住牧畜民は一八万五〇〇〇戸と牧 家庭の七八％に達し、そのうち三七％が定住標準に達していた。二〇〇六年末の新疆の純牧畜戸数は二三万七〇〇〇戸、一一 万人でこれは農民総数の一一・ ％ 匹敵する。　
定住化が進むにつれインフラ条件も整えら










水池）の新 決定された。貯水による草地の拡大よって、定住の実現していない牧畜民が水と草のある場所を求めて四季を通じて遊牧するという伝統的な生活方式を終結させことが目的であった。この決定から僅か一五日後には北部の草原で四基の貯水池の建設が着工され、二〇一一年末までの一年足らずの間に二七基すべての建設が始まり、そのうちのいくつかは利用可能な状況とな いた。これらの貯水池の建設と平行して、新疆北部では、近代的な定住新村が出現し、多くのカザフ族遊牧民がフェルトで作られたテントから耐震式の新居へと移転し、彼等の飼育いた牛や羊もレンガとセメン 造りの暖かい畜舎に入り、寒冷期の風雪を恐れる必要 なくなっている。二〇一一年には新疆の牧畜民のうち六万四〇〇八戸が定住し、牧畜民の定住率は四一・六％となり、一戸当たり平均 飼料用草地が三〇ムー（一・九八
ha）を超える牧畜
民も三万二三〇 戸に達している、中央政府や関連部門の支援によって農牧民の多くは定住による牧畜の振興から定住 よる産業の振興へと変化しつつある。　
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